
 

 

特集１ 平成 27 年度北陸信越⼯学教育協会 年次 ンポ ウム 

閉 会 の 挨 拶 

 

石 工業高等専門学校 校長 

村 本 健⼀郎 氏 
 

本日 四人 先生方 話 い ま

違 立場 四人 先生  

最初 潮田先生 カ 生活 長い いう

ベ ベ 理工学

専門教育 必要 いう ま カ ョ

ン 特 ンタ ブ カ ョン 重

要性 いう 話 思いま 今日 何

力 いう コ ュニ ョン力 や

人間力 言わ い 中 雑談力

いう 評価 う い

話 あ 思いま  

 次 日本工学教育協会 剣持先生 大学 大

衆 伴 後姿教育 水飲ま 教育 へ

転換 必要性 あ いう 話 あ 思いま

 

私 ５ 前ま 金沢大学 在職 い

大学 教授

人 論文 く 書い 人 あ 研

究者 優 い ま 教育者

う う いう 話 あ ま

実感 私 思 ま  

福井大学 橋本先生 大学 工学教育 い

話 昭和 26 頃 大学 工学教育 い

課題 現在 今日的 課題 あ いう 話

非常 興味深く感 ま ま 現在 大学生 勉

強 い いう い 話 あ ま

成 24 8 中央教育審議会 新 未来 築

く 大学教育 質的転換 向 ～生涯学び続

主体的 考え 力 育成 大学へ～ 題

答申 行い 中 学生 主体的 問題 発見

解 見い いく能動的学修 ブ ニ

ン へ 転換 必要 あ いう一節 あ

ブ ニン いう言葉 用い う

ま 全国 大学 色々 組

い 最中 あ 思い 新 ま ま

話 中 昨 福井 開催 ま 次 ン

ウ 時 澁谷 進氏 話 ま 石

高専 技術振興交流会 企業協力会 あ ま

会長 澁谷 進氏 願い ま

い 叱咤激励 い い ま  

コンサ タン 株式会社 大深先生

自身 長い企業経験 基 い 工業技術 あ い

工学教育 い 大変説得力 あ 話 い

ま  

石 県 工学系 優 高等教育機関 あ

金沢大学 金沢工業大学 陸先端科学技術大学院大

学 ビ ３ 加え 本日出席

ま 金沢高専 石 高専 含 地域

全体 工学系へ 関心 高い 思 ま  

全国的 少子 理科 理系へ進 学生

減少 問題 い 中 石 県 小中学

生 く 関心 高い地域 あ 思

ま  

全国 各県 １校 高専 設置 い

石 県 あ 石 高専 今 志願

者 確保 労 あ ま 他県 高専 比較

志願者 多く 安泰 いう

石 県 1900 代 織機 始ま く

関わ 企業 多い いう 加え 地元 工学系

高等教育機関 う 雰囲気 盛 上 い

いう 考え 大変嬉 く思

ま  

今 私 者 対 気 ま 先

少 出 ま 信 大学 山沢学長

先生 成 27 入学式挨拶 ホ や

ま 信大生や ま いう 言葉

統計 中学生 高校生 ホあ い

ンタ ネ 利用時間 非常 長く い 勉

強 い 非常 気 ま 大学

あ い 高専 立場 見 う 仮想空

間 バ チャ へ 者 行 い う 大

学 実際 教育 興味 持 現実 方 面白い

いう 授業 面白 大学 高専 学ぶ事 面白

学生 伝え 義務 あ 私 思 ま  

最後 ま 本日 う バ ン

良い 多方面 様々 立場 講演者 大変

意義 講演 感謝致 ま 本 ン

ウ 企画 い ま 金沢工業大学 石

学長先生 御礼 申 上 ま 私 閉会 挨

拶 い ま 本日 う う

いま  
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